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ご 挨 拶 

 

謹啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 

この度、第 75 回日本衛生動物学会大会を 2023 年 4 月 14 日～16 日の会期で、東京都新宿

区に於いて開催する運びとなりました。2019 年末に始まった新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の世界的大流行は、依然として人類を脅かしています。しかし、コロナ禍にあっ

ても有害動物の被害は止むことなく我々の健康や経済活動を加害し、また、地球温暖化、人々

の移動のグローバル化に伴う新興・再興感染症の脅威も増加しています。このような時代の

中で、当学会が対応すべき案件は増す一方であり、その活動は継続、発展させなければなり

ません。 

 

本大会では、「さあ、Enjoy!! Inclusiveで Diverseな衛生動物 worldへようこそ！」の

テーマの下に、当学会が、微生物から動物まで、多種多様な生物を研究の対象としているこ

と。学会は様々な属性の研究者の活動を受容し、支援していることを表明したいと考えてお

ります。大会期間中には、一般講演に加えて 3つの学術プログラム（シンポジウム「我が国

を中心とした節足動物媒介性ウイルス感染症の基礎と最近の知見」、ダイバーシティー推進

委員会主催パネルディスカッション、市民公開講座では面白い蚊の話を中心に）を企画致し

ました。衛生動物学会員のみならず、一般の方にも衛生動物の理解と興味を深めていただき

たいという所存でございます。 

  

本大会の運営につきましては、感染症対策を万全に、できるだけ簡素・質素を旨としたオ

ンサイトによる開催を行う所存ではありますが、COVID-19の流行状況によってはオンライン

開催に変更せざるを得ない状況も想定されます。会場の変更やキャンセルを伴う大会運営費

は参加者からの会費と学会からの補助に頼る以外ありませんが、その額には上限があり、各

方面からのご支援を仰がざるを得ないのが実情です。特に、学部学生ならびに大学院生等の

若い人材にも多く参加していただけるよう参加費を安く設定しております。その分の補填も

兼ねていることも申し添えます。 

 

つきましては、出費多端な折から大変恐縮に存じますが、本学会大会開催の趣旨にご賛同

いただき、格別のご配慮を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。誠に勝手ながら

募金趣意書を送付させていただきましたので、ご覧いただければ幸いに存じます。諸事情を

ご賢察いただき、格別のご配慮を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。 

 

 謹白 

               2023年 1月吉日 

 

 

第 75回日本衛生動物学会大会 

大会長 澤邉京子 

国立感染症研究所 



開 催 概 要 
 

 

１．主催団体及び代表者： 

主催団体：第75回日本衛生動物学会大会 

代表者： 大会長 澤邉 京子 

 

2．会期および開催場所 

会期：2023年4月14日（金）～4月16日（日） 

主催会場：国立感染症研究所（NIID）会議室 

共催会場：国立国際医療研究センター（NCGM）会議室 

 

3．参加予定人数 

100～150人 

 

4．学会の目的 

日本衛生動物学会は、人を吸血・刺咬し、人に寄生、人に病原体を媒介・伝播する、人

に不快感を与えるなど、人間の肉体的・精神的な健康を妨げる有害動物を主な研究対象と

しています。日本衛生動物学会は、それら有害動物の形態や分類、生理・生態などを研究

し、生息状況や被害の実態調査を行うと共に、それらに起因する疾患の原因、病態、発症

機構、治療および予防対策などについて研究する学会です。 

 

5．寄付金を必要とする理由 

本学会大会には、医動物学、疫学、獣医学、公衆衛生学、病原微生物学、ペストコント

ロール等の研究に携わる150名近くの参加が予想されます。本来、諸経費は、参加費、学

会からの補助金で賄われるべきではありますが、個人参加者からの徴収には限界があり、

御賛助に頼らなければならないのが実情であります。 

諸事御多端の折、誠に恐縮に存じますが、第75回学会大会の開催に、是非ともご支援を

賜りますようお願い申し上げます。 

 

6．開催計画の概略 

一般講演、学術プログラム、ならびに各種研究班等集会 

COVID-19の流行により多数の演者が現地参加できない事態を想定して、オンライン開催

への変更にも備えます。 

 

7．事務局連絡先： 

〒162-8640 東京都新宿区戸山1-23-1  

国立感染症研究所 昆虫医科学部（E-mail: eido75@jsmez.gr.jp） 

担当：比嘉由紀子（NIID） 

狩野繁之（NCGM） 



寄付金募集要項 
 

 

本大会に対する寄付金は、日本衛生動物学会基金口座にご入金をお願い申し上げます。 

また、お手数ですが、＜別紙 1＞「寄付申込書」に記入の上、下記担当者宛にメール添付にて

送信くださいますようお願いいたします。 

 

1．寄付・広告掲載のお申し込ならびに振込方法： 

趣旨にご賛同いただきご寄付を頂けます場合には、下記口座へのお振込みをお願い申し上

げます。一口2万円、1～5口の範囲でご検討下さいますようお願い申し上げます。 

 

大会プログラム・要旨集を兼ねた日本衛生動物学会誌（衛生動物）大会特集号への広告掲

載を希望される場合は、ご寄付1口でA4版1/2ページ、2口以上で1ページの広告を掲載させて

いただきます。広告ご希望の場合は振込用紙の通信欄に「広告掲載」とご記入いただき、    

2023年2月20日（月）正午までに該当するサイズの版下を下記申込先までメール添付にてお送

りください。 

 

2．寄付金募集期間 

2023年1月10日～2023年4月10日 

 

3．寄付金申込先：  

〒162-8640 東京都新宿区戸山1-23-1 

国立感染症研究所 

「第75回日本衛生動物学会」事務局  

担当：比嘉由紀子（E-mail: eido75@jsmez.gr.jp） 

 

※お振り込みをされましたら、上記事務局まで必ずご一報ください。 

※お振込みの確認には１週間ほどお時間を頂戴する場合があります。お振込を確認しまし

たら、確認のメールと、＜参考＞に記しました領収書をお送りいたします。1週間を超

えても事務局からメールがない場合は、お手数ですがお問い合わせくださいますようお

願いいたします。 

※領収書に追記する項目がありましたら、個別にご相談ください。 

 

4．寄付金振込先 ： 

  

みずほ銀行 小山支店 

普通 1976621 

日本衛生動物学会基金 

 

 

5．情報公開の同意 

本学会を開催するにあたり、大会への資金提供につきましては、協賛企業様と医療機関及

び医療関係者との関係の透明性に関する指針に従い、決算終了後、御社のウェブサイト等で

公開することを承諾いたします。  



＜参考＞ 

 

領収書イメージ 

 

 

No. 

御中

合計金額

数量

1

領収日時　　 2023年 　　月 　　日

発行日 2023年 　　月 　　日

〒162-8640

東京都新宿区戸山1-23-1

国立感染症研究所

第75回日本衛生動物学会大会

大会長　澤邉　京子

　　広告掲載料として △0,000 円　　

領収書

〇〇××△△　株式会社

△0,000 円

但：上記正に領収いたしました。

詳細 金額


